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は
じ
め
に

『
保
元
物
語
』
は
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
に
起
き
た
保
元
の
乱
を
題
材
に
和
漢
混
交
文
で
記
述
さ
れ
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
こ
の
作

品
は
『
平
治
物
語
』、『
平
家
物
語
』、『
承
久
記
』
と
い
う
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
起
こ
っ
た
乱
に
題
材
を
取
っ
た
軍
記
物
語
と
合
わ
せ
て
、「
四

部
合
戦
状
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

保
元
の
乱
に
つ
い
て
は
、「
保
元
元
年
七
月
二
日
、
鳥
羽
院
ウ
セ
サ
セ
給
テ
後
、
日
本
国
ノ
乱
逆
ト
云
コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
ニ

ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ
リ
。」
と
、
慈
円
の
『
愚
管
抄
』
に
記
述
が
あ
る

（
注
１
）。
保
元
の
乱
は
貴
族
社
会
か
ら
武
家
社
会
へ
の
大
き
な
歴
史
の
転
換
期
に

出
来
し
た
事
件
で
あ
り
、『
保
元
物
語
』
は
そ
の
様
子
を
描
き
出
し
た
作
品
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

保
元
の
乱
は
後
白
河
天
皇
と
崇
徳
上
皇
の
皇
位
を
巡
る
争
い
に
端
を
発
し
て
お
り
、『
保
元
物
語
』
も
そ
の
次
第
を
語
る
形
で
始
ま
っ
て

い
る
。
時
の
権
力
者
で
あ
る
鳥
羽
院
の
第
一
皇
子
・
崇
徳
上
皇
は
、
母
と
し
て
我
が
子
躰
仁
親
王
（
後
の
近
衛
天
皇
）
を
即
位
さ
せ
た
い
と

願
う
美
福
門
院
に
よ
っ
て
退
位
さ
せ
ら
れ
、
恨
み
を
募
ら
せ
る
。
崇
徳
上
皇
に
は
息
子
の
重
仁
親
王
が
い
た
た
め
、
近
衛
天
皇
に
万
一
の
こ

と
が
あ
っ
た
時
は
重
仁
が
次
に
即
位
で
き
る
と
い
う
目
論
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
近
衛
天
皇
が
崩
御
し
た
際
に
天
皇
と
な
っ
た
の
は
、

崇
徳
上
皇
の
弟
・
後
白
河
で
あ
っ
た
。
美
福
門
院
は
、
崇
徳
上
皇
側
の
重
仁
で
は
な
く
、
自
分
が
政
治
的
に
利
用
し
や
す
い
守
仁
親
王
（
後

の
二
条
天
皇
）
を
即
位
さ
せ
た
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
守
仁
の
父
親
で
あ
る
後
白
河
が
中
継
ぎ
と
し
て
天
皇
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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結
局
、
崇
徳
上
皇
は
自
分
が
権
力
を
握
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
よ
り
一
層
の
恨
み
を
募
ら
せ
て
遂
に
乱
を
起
こ
す
に
至
る
。

そ
こ
で
崇
徳
上
皇
が
手
を
組
ん
だ
の
は
、
藤
原
摂
関
家
の
藤
原
頼
長
だ
っ
た
。
頼
長
は
父
親
の
忠
実
に
非
常
に
可
愛
が
ら
れ
て
育
て
ら
れ
、

学
問
に
秀
で
た
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
の
み
な
ら
ず
他
人
に
も
厳
し
く
接
し
て
い
た
た
め
に
、
人
々
か
ら
「
悪
左
府
」
と
呼
ば
れ

恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
兄
の
関
白
藤
原
忠
通
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
頼
長
は
崇
徳
上
皇
側
、
忠
通
は
後
白

河
天
皇
側
と
、
藤
原
摂
関
家
の
中
で
分
裂
し
、
と
う
と
う
乱
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
乱
の
〈
勝
者
〉
は
後
白
河
と
忠
通
だ
っ
た
が
、
実

際
に
軍
事
行
動
を
行
っ
た
の
は
平
氏
や
源
氏
を
代
表
と
す
る
武
士
で
あ
る
。
特
に
平
清
盛
は
恩
賞
や
昇
進
な
ど
を
積
み
重
ね
な
が
ら
平
氏
の

立
場
を
引
き
上
げ
て
い
き
、
次
第
に
武
士
の
世
が
誕
生
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
保
元
物
語
』
で
は
大
き
く
分
け
て
〈
勝
者
〉
と
〈
敗
者
〉、
二
つ
の
立
場
の
人
物
が
存
在
す
る
が
、
今
回
注
目
す
べ
き
人

物
は
〈
勝
者
〉
で
は
な
く
〈
敗
者
〉
で
あ
る
。
崇
徳
上
皇
と
藤
原
頼
長
は
結
託
し
て
保
元
の
乱
を
起
こ
し
、
敗
北
し
て
、
逃
走
す
る
。
乱
の

後
は
、
崇
徳
上
皇
は
流
罪
と
な
っ
て
そ
の
地
で
生
涯
を
終
え
、
頼
長
は
敗
走
し
て
い
る
最
中
に
流
れ
矢
に
当
た
り
、
そ
の
傷
が
元
と
な
っ
て

死
亡
す
る
。
二
人
の
最
期
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
彼
ら
は
二
人
と
も
死
後
「
怨
霊
」
に
な
っ
た
、
と
後
の
世
の
人
々
に

信
じ
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

安
元
三
年
七
月
廿
九
日
ニ
讃
岐
院
ニ
崇
徳
院
ト
云
名
ヲ
バ
宣
下
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ド
モ
怨
霊
ヲ
オ
ソ
レ
タ
リ
ケ
リ
。
ヤ
ガ
テ

成
勝
寺
御
八
講
、
頼
長
左
府
ニ
贈
一
位
太
政
大
臣
ノ
ヨ
シ
宣
下
ナ
ド
ア
リ
ケ
リ
。
サ
テ
又
コ
ノ
年
京
中
大
焼
亡
ニ
テ
、
ソ
ノ
火
大
極
殿

ニ
飛
付
テ
ヤ
ケ
ニ
ケ
リ
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
改
元
、
治
承
ト
ア
リ
ケ
リ

（
注
２
）。

『
愚
管
抄
』
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
且
つ
安
元
三
年
（
治
承
元
年
）
に
発
生
し
た
様
々
な
事
件
や
天
災
等
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
そ
れ
ら

の
出
来
事
は
、
傍
線
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
崇
徳
上
皇
と
頼
長
の
怨
霊
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

『
平
家
物
語
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
中
世
軍
記
物
語
の
背
景
に
は
御
霊
信
仰
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
物
語
に
は
無
念
の
う
ち
に
こ
の
世

を
去
っ
て
い
っ
た
怨
霊
た
ち
を
慰
撫
・
鎮
魂
す
る
目
的
が
あ
る
。
そ
の
点
、『
保
元
物
語
』
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
中
世
軍
記
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物
語
は
基
本
的
に
〈
敗
者
〉
の
た
め
の
物
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
保
元
物
語
』
が
〈
敗
者
〉
の
崇
徳
院
と
藤
原

頼
長
を
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
紙

幅
の
都
合
上
、
二
人
を
同
時
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
今
回
は
ま
ず
崇
徳
院
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

な
お
、『
保
元
物
語
』
の
諸
本
は
数
多
く
あ
る
が
、
本
稿
で
は
最
も
古
態
を
留
め
て
い
る
と
さ
れ
る
半
井
本
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
以
下
、

作
品
本
文
の
引
用
は
、
栃
木
孝
惟
・
日
下
力 

他 

校
註
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
承
久
記
』（
岩
波
書
店
、
一

九
九
二
年
七
月
）
に
拠
り
、
そ
の
都
度
頁
数
を
記
す
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
文
に
付
し
た
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
人
物
の
呼
称
は
そ
れ
ぞ
れ
一
種
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
、
当
時
の
呼
称
に
か
か
わ
ら
ず
「
崇
徳
院
」、「
後
白

河
院
」
な
ど
と
呼
び
方
を
統
一
す
る
。

　
　
　
　
一
、
鎮
魂
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
の
崇
徳
院

『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
、
崇
徳
院
は
他
の
登
場
人
物
と
は
一
線
を
画
し
た
存
在
と
し
て
語
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
彼
が
保
元
の

乱
の
発
端
と
な
っ
た
人
物
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
彼
が
乱
に
敗
れ
、
流
さ
れ
た
土
地
で
没
し
た
後
に
「
怨
霊
」
に
な
っ
た
、

と
い
う
事
実
が
物
語
の
中
に
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
保
元
物
語
』
自
体
に
、
崇
徳
院
怨
霊
を
鎮
魂
す
る
目
的
が
あ
っ
た
、
と
す
る
仮
定
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、

怨
霊
化
の
場
面
以
外
で
も
崇
徳
院
を
語
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
最
初
に
作
品

の
冒
頭
部
分
か
ら
、
怨
霊
化
に
至
る
ま
で
の
崇
徳
院
の
記
述
を
み
て
い
こ
う
と
思
う
。

物
語
の
冒
頭
、
上
巻
「
後
白
河
院
御
即
位
ノ
事
」
で
は
、
崇
徳
院
の
父
・
鳥
羽
院
の
治
世
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
崇
徳
院
に
つ
い
て

も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
も
は
じ
め
の
部
分
が
、「
御
歳
廿
一
ニ
シ
テ
、
保
安
四
年
正
月
廿
八
日
、
御
位
ヲ
ノ
ガ
レ
テ
、
第
一
ノ
親
王

ニ
譲
奉
ラ
セ
給
ヒ
ケ
リ
。
第
一
ノ
親
王
ト
申
ス
ハ
、
配
流
ノ
後
、
讃
岐
院
是
也
。」（
四
頁
）
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
鳥
羽
院
が

未
だ
二
十
一
歳
の
崇
徳
院
に
位
を
譲
っ
た
と
い
っ
た
内
容
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
既
に
こ
の
時
点
で
、
語
り
手
は
崇
徳
院
が
後
に
配

流
さ
れ
て
「
讃
岐
院
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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作
中
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
が
崇
徳
院
の
こ
と
を
「
讃
岐
院
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
無
く
、
こ
の
冒
頭
部
分
以
外
は
一
貫
し
て
「
新
院
」

と
い
う
呼
称
で
語
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
物
語
中
で
崇
徳
院
が
配
流
さ
れ
て
、
讃
岐
で
暮
ら
し
て
い
る
時
の
描
写
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
崇
徳
院
怨
霊
が
話
題
と
な
り
は
じ
め
た
安
元
三
年
（
改
元
し
て
治
承
元
年
）
に
、
そ
れ
ま
で
「
讃
岐
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の

を
「
崇
徳
院
」
と
す
る
追
号
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
作
中
の
時

間
よ
り
も
過
去
の
視
点
か
ら
物
語
を
語
っ
て
お
り
、「
新
院
」
と
い
う
呼
称
か
ら
も
、
崇
徳
院
怨
霊
鎮
魂
の
意
識
は
十
分
に
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
章
段
で
は
、
保
元
の
乱
に
至
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
後
白
河
院
即
位
の
経
緯
が
大
ま
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

中
で
崇
徳
院
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
出
来
事
は
、
①
半
ば
無
理
矢
理
退
位
さ
せ
ら
れ
、
近
衛
院
が
即
位
し
た
こ
と
（
息
子
の
重

仁
親
王
が
即
位
で
き
な
か
っ
た
こ
と
）、
②
近
衛
院
の
死
後
に
即
位
し
た
の
が
次
期
天
皇
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
た
重
仁
親
王
で
は
な
く
、

弟
の
後
白
河
院
だ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
し
て
、
語
り
手
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

①
「
先
帝
コ
ト
ナ
ル
御
ツ
ヽ
ガ
モ
渡
ラ
セ
給
ハ
ヌ
ニ
、
ヲ
シ
ヲ
ロ
シ
奉
ラ
セ
給
フ
コ
ソ
浅
増
ケ
レ
。」（
五
頁
）

「
誠
ニ
心
ナ
ラ
ズ
御
位
ヲ
サ
ラ
セ
給
シ
カ
バ
、
ナ
ヲ
返
シ
ツ
ク
ベ
キ
御
志
モ
ヤ
マ
シ
〳
〵
ケ
ン
、
又
、
新
院
ノ
一
宮
重
仁
親
王
ヲ
位
ニ
付

奉
ラ
セ
給
ハ
ン
ト
ヲ
ボ
シ
メ
シ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
御
心
中
難
レ
知
。」（
同
右
）

② 

「
新
院
ト
ハ
一
ツ
御
腹
ニ
テ
ワ
タ
ラ
セ
給
シ
カ
ド
モ
、
女
院
モ
テ
ナ
シ
奉
リ
、
法
皇
ニ
モ
内
々
コ
シ
ラ
ヘ
申
サ
セ
給
ケ
ル
ト
ゾ
ウ
ケ
給
ル
。

是
ニ
ヨ
リ
、
新
院
御
恨
今
一
入
ゾ
マ
サ
ラ
セ
給
ゾ
理
ナ
ル
。」（
六
頁
）

右
の
傍
線
部
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
一
連
の
出
来
事
に
対
し
て
崇
徳
院
側
の
立
場
（
視
点
）
か
ら
評
価

を
下
し
て
い
る
。
特
に
、
②
に
つ
い
て
は
、
崇
徳
院
が
恨
み
を
よ
り
一
層
募
ら
せ
た
こ
と
も
「
理
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
心
情
を

認
め
て
い
る
。
結
果
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
出
来
事
に
対
し
て
崇
徳
院
が
恨
み
を
持
っ
た
こ
と
が
、
保
元
の
乱
に
直
接
繋
が
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
崇
徳
院
が
恨
み
を
持
っ
た
こ
と
を
語
り
手
が
「
理
」
と
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
崇
徳
院
が
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
も
や
む
を
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え
な
い
、
と
語
り
手
が
認
め
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
読
者
に
与
え
る
。
つ
ま
り
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
物
語
の
開
始
の
時
点
か
ら

崇
徳
院
に
対
し
て
か
な
り
同
情
的
な
視
線
を
向
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
、
実
際
の
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
場
面
で
は
、
上
皇
と
い
う
立
場
に
あ
る
崇
徳
院
の
描
写
は
な
さ
れ
な
い
。
院

に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
く
の
は
、
乱
に
敗
れ
た
た
め
に
如
意
山
に
敗
走
す
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

敗
走
の
場
面
は
、
主
に
中
巻
「
新
院
、
如
意
山
ニ
逃
ゲ
給
フ
事
」
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
面
で
の
崇
徳
院
の
様
子
は
、「
御

有
様
、
実
ニ
目
モ
当
テ
ラ
レ
ズ
」（
七
三
頁
）
と
い
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
に
は
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
こ

の
時
の
崇
徳
院
は
か
な
り
憔
悴
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
崇
徳
院
を
供
奉
し
て
い
た
源
為
義
が
よ
り
遠
く
へ
逃
げ
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
崇
徳
院
は
、「
我
モ
サ
コ
ソ
思
ヘ
共
、
何
ニ

モ
御
身
ノ
ハ
タ
ラ
カ
ヌ
ゾ
。
我
ヲ
バ
只
是
ニ
捨
進
テ
、
ヲ
ノ
レ
ラ
ハ
何
ノ
方
ヘ
モ
落
行
テ
、
扶
リ
候
ヘ
」（
七
四
頁
）
と
、
供
と
し
て
き
た

武
士
た
ち
に
、
自
分
を
置
い
て
逃
げ
る
よ
う
に
言
う
。
彼
ら
が
そ
れ
で
も
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
の
で
、
崇
徳
院
は
、「
兵
ヲ
ソ
イ
来
バ
、
オ

ノ
レ
等
ガ
禦
キ
戦
ハ
ン
程
ニ
、
我
モ
被
レ
打
ナ
ン
ズ
。
我
一
人
ハ
、
物
武
近
付
バ
、『
我
ニ
テ
有
ヲ
。
扶
進
ヨ
』
ト
、
手
ヲ
合
テ
命
ヲ
乞
ニ
、

サ
リ
共
、
命
計
ハ
ナ
ド
カ
扶
ザ
ル
ベ
キ
ト
思
ヘ
バ
、
ヲ
ノ
レ
ラ
御
身
ニ
副
ジ
ト
思
食
ゾ
。
此
上
ヲ
猶
モ
シ
ヒ
テ
止
バ
、
我
為
ア
シ
カ
ル
ベ

シ
」（
同
）
と
再
三
言
い
聞
か
せ
て
、
武
士
た
ち
を
逃
が
す
。

そ
の
後
、
山
道
を
行
く
間
に
崇
徳
院
の
従
者
は
わ
ず
か
三
、
四
人
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
上
皇
」
の
立
場
で
あ
る
崇
徳
院
が
、
敗
戦
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
わ
ず
か
な
従
者
と
共
に
昼
夜
歩
き
続
け
、
出
家
を
願
っ
て
も
、
僧
も
剃
刀
も
無
く
出
家
で
き
な
い
、
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
崇
徳
院
は
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
に
対
す
る
後
悔
や
、
こ
の
よ
う
な
境
遇
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
恨
み
な
ど
を
口

に
す
る
こ
と
は
無
い
。
従
者
を
逃
が
し
、
出
家
を
願
っ
た
の
み
で
あ
る
。
物
語
前
半
部
で
は
恨
み
を
募
ら
せ
て
乱
を
起
こ
し
、
後
半
部
で
は

怨
霊
に
な
っ
て
し
ま
う
崇
徳
院
だ
が
、
こ
の
敗
戦
直
後
は
そ
の
よ
う
な
激
し
い
様
子
や
気
持
ち
の
乱
れ
は
み
ら
れ
な
い
。「
サ
コ
ソ
ハ
心
弱

カ
リ
ケ
ン
。」（
七
四
頁
）
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
面
で
の
崇
徳
院
に
関
す
る
表
現
は
、
他
の
部
分
に
比
べ
て
悲
哀
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

崇
徳
院
が
他
者
を
気
に
か
け
て
い
る
描
写
は
、
中
巻
「
新
院
御
出
家
ノ
事
」
で
も
同
様
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
章
段
は
、
崇
徳
院
一
行
が
山
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を
抜
け
、
阿
波
局
な
ど
の
女
房
の
屋
敷
に
寄
ろ
う
と
す
る
も
の
の
う
ま
く
い
か
ず
、
や
っ
と
辿
り
着
い
た
知
足
院
と
い
う
園
城
寺
の
別
院
で

休
息
を
と
り
、
遂
に
出
家
す
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
崇
徳
院
が
出
家
し
た
後
、
平
光
弘
が
本
鳥
（
髷
）
を
切
る
。
そ
の
息
子
の

家
弘
も
後
に
続
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
崇
徳
院
が
「
オ
ノ
レ
モ
出
家
シ
テ
ハ
、
悪
シ
カ
ラ
ン
ズ
ル
。
ナ
切
候
ソ
」（
七
八
頁
）
と
制
止
す
る
。

自
分
に
合
わ
せ
て
共
に
出
家
す
る
必
要
は
無
い
と
い
う
配
慮
で
あ
る
。
崇
徳
院
が
家
弘
の
何
を
懸
念
し
て
「
悪
シ
カ
ラ
ン
ズ
ル
」
と
言
っ
た

の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
自
分
の
将
来
に
、
家
弘
を
付
き
合
わ
せ
た
く
は
な
い
と
思
っ
て
発
し
た
言
葉
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
家
弘
は
仁
和
寺
ま
で
同
行
し
、
そ
こ
で
崇
徳
院
と
別
れ
て
北
山
に
籠
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
崇
徳

院
の
こ
の
発
言
は
、
中
巻
「
新
院
、
如
意
山
ニ
逃
ゲ
給
フ
事
」
と
同
様
に
、
自
分
と
い
る
こ
と
で
命
を
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と

い
っ
た
気
遣
い
の
よ
う
に
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
一
連
の
崇
徳
院
の
発
言
を
受
け
て
、
逃
げ
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
武
士
た
ち
や
、
出
家
を
止
め
ら
れ
た
家
弘
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
崇
徳
院

に
対
し
て
何
ら
か
の
忠
義
の
形
を
み
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
中
巻
「
新
院
、
如
意
山
ニ
逃
ゲ
給
フ
事
」
に
お
い
て
崇
徳
院
の
言
葉
を
聞
い
た
武

士
た
ち
は
、「
罷
留
モ
中
〳
〵
恐
ア
リ
ケ
レ
バ
、
為
義
以
下
ノ
兵
共
、
鎧
ノ
袖
ヲ
ゾ
ヌ
ラ
シ
ツ
ヽ
」（
七
四
頁
）
と
い
う
様
子
を
み
せ
な
が
ら

逃
げ
て
い
く
。
こ
の
部
分
に
は
、
自
分
を
置
い
て
逃
げ
る
よ
う
に
、
と
い
っ
た
内
容
の
崇
徳
院
の
言
葉
を
聞
き
、
武
士
た
ち
は
涙
を
流
す
描

写
が
あ
る
。
別
れ
の
悲
し
み
や
、
最
後
ま
で
同
行
し
て
守
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
悔
し
さ
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
皇
の

立
場
に
あ
る
崇
徳
院
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
賜
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
動
の
意
味
で
の
涙
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
崇
徳
院
が
従
者
と
し
て
連
れ
て
い
た
武
士
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

次
に
、
出
家
を
止
め
ら
れ
た
家
弘
だ
が
、
彼
は
崇
徳
院
と
別
れ
て
北
山
に
籠
っ
た
後
に
、
山
中
で
出
会
っ
た
修
行
者
の
元
で
出
家
し
て
い

る
。
主
君
の
崇
徳
院
に
止
め
ら
れ
て
一
度
は
踏
み
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
思
い
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
ず
に
出
家
し
た
家
弘
の

姿
を
み
て
も
、
崇
徳
院
と
従
者
の
関
係
が
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
敗
戦
後
の
崇
徳
院
は
、
乱
に
敗
れ
た
こ
と
で
憔
悴
し
き
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
た
り
、
従
者
に
対
し
て
気
遣
い
の
よ
う

な
も
の
を
み
せ
た
り
す
る
な
ど
、
後
に
怨
霊
化
す
る
よ
う
な
人
物
と
は
到
底
思
え
な
い
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
崇
徳
院
が

こ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
後
の
怨
霊
化
の
場
面
が
際
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
の
で
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
崇
徳
院
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
人
々
に
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
な
怨
霊
と
な
る
人
物
の
片
鱗
を
覗
か
せ
て
い
な
い
。
強
い

恨
み
な
ど
を
口
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
悲
し
み
に
耐
え
、
他
者
を
気
に
か
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
崇
徳
院
が
後
に
怨
霊
化
す
る
か
ら

こ
そ
、
そ
の
場
面
が
よ
り
強
烈
な
印
象
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

物
語
冒
頭
の
記
述
で
み
た
よ
う
に
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
全
体
を
通
し
て
崇
徳
院
に
対
し
同
情
的
な
視
線
を
向
け
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
語
り
手
に
よ
っ
て
、
崇
徳
院
は
最
終
的
に
怨
霊
化
す
る
ほ
ど
の
怨
み
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
崇
徳
院
存
命
当
時
と
物
語
成
立
当
時
で
は
人
々
の
崇
徳
院
に
対
す
る
印
象
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

崇
徳
院
の
怨
霊
が
人
々
の
間
で
語
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
、
実
際
に
は
治
承
元
年
（
安
元
三
年
）
頃
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
崇
徳
院
怨
霊
が

人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
崇
徳
院
は
そ
の
よ
う
な
処
遇
や
処
罰
を
受
け
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
人
物
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
世
が
乱
れ
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
は
変
わ
り
、
鹿
ケ
谷
事
件
等
、
様
々
な
出
来
事
が
崇
徳
院
怨
霊
の
せ
い
だ
と
語
ら
れ
は

じ
め
る
。
人
々
が
そ
の
よ
う
に
思
っ
た
理
由
は
、
不
安
定
な
世
の
中
に
な
る
に
つ
れ
て
自
分
た
ち
の
生
活
や
今
後
へ
の
不
安
が
募
っ
て
い
き
、

次
々
に
起
こ
る
事
象
に
対
し
て
人
々
が
納
得
で
き
る
も
の
が
「
崇
徳
院
怨
霊
」
と
い
う
、
現
実
を
超
越
し
た
存
在
だ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ

る
。
人
々
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
崇
徳
院
を
流
罪
に
な
っ
て
も
や
む
を
え
な
い
人
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
当
時

の
不
安
定
な
社
会
状
況
は
、
遡
っ
て
み
れ
ば
保
元
の
乱
に
起
因
す
る
、
と
い
う
意
識
が
人
々
の
中
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
と
同
時
に
、
崇
徳
院
を
流
罪
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
人
々
の
中
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
の

人
々
は
崇
徳
院
に
対
し
て
、
畏
れ
の
感
情
を
抱
く
と
同
時
に
、
怨
霊
化
す
る
に
値
す
る
理
由
を
持
つ
人
物
と
し
て
崇
徳
院
像
を
形
成
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
保
元
物
語
』
は
当
時
の
そ
う
し
た
事
情
を
十
分
に
汲
み
と
っ
て
い
た
。

『
保
元
物
語
』
は
崇
徳
院
に
寄
り
添
い
、
怨
霊
化
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
出
来
事
を
描
写
す
る
。
特
に
怨
霊
化
す
る
以
前
の
崇
徳
院
を
、

儚
げ
な
印
象
を
持
つ
人
物
と
し
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
初
か
ら
怨
霊
化
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
恐
ろ
し
さ
を
持
っ
た
人
物
で
は
な
く
、
や

む
な
く
「
怨
霊
化
し
て
し
ま
っ
た
」
あ
る
い
は
「
怨
霊
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
人
物
と
し
て
、
崇
徳
院
を
記
述
し
て
い
る
。
い
わ
ば

『
保
元
物
語
』
は
、
崇
徳
院
の
怨
霊
化
に
対
す
る
正
当
性
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
自
ら
の
語
り
に
よ
っ
て
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
崇
徳
院
を
「
鎮
魂
さ
れ
る
べ
き
存
在
」
と
し
て
描
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
崇
徳
院
の
正
当
性
を
物
語

の
中
で
肯
定
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
崇
徳
院
像
を
物
語
の
中
で
築
き
上
げ
て
い
き
、
最
終
的
に
鎮
魂
さ
れ
る
結
末
に
す
る
。

こ
の
よ
う
な
構
想
そ
の
も
の
が
、
語
り
手
が
持
つ
崇
徳
院
怨
霊
に
対
す
る
畏
怖
の
念
と
鎮
魂
の
意
図
を
最
も
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

　
　
　
　
二
、「
崇
徳
院
怨
霊
」
の
存
在

崇
徳
院
の
怨
霊
化
は
、『
保
元
物
語
』
が
作
り
上
げ
た
創
作
で
は
な
い
。
崇
徳
院
が
流
罪
先
の
讃
岐
で
崩
御
し
て
少
し
経
っ
た
後
の
、
歴

史
の
動
乱
期
と
も
い
う
べ
き
時
期
か
ら
、
崇
徳
院
は
怨
霊
に
な
っ
た
、
と
い
う
認
識
が
当
時
の
人
々
の
中
に
あ
っ
た
。

崇
徳
院
が
崩
御
し
た
の
は
、
保
元
の
乱
か
ら
八
年
後
の
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
、
平
清
盛
を
筆
頭
と
す
る
平

家
一
門
が
政
権
を
掌
握
し
始
め
た
。
こ
の
頃
は
保
元
・
平
治
の
乱
の
よ
う
な
大
き
な
政
変
が
無
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
崇
徳
院
が
崩
御
し
た

長
寛
二
年
は
、
平
安
時
代
末
期
と
い
う
動
乱
期
の
中
で
は
比
較
的
落
ち
着
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
こ
の
頃
は
崇
徳

院
怨
霊
に
つ
い
て
の
認
識
は
人
々
に
そ
れ
ほ
ど
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
崩
御
か
ら
十
数
年
経
つ
と
、
ま
た
都
の
政
情
は
不
安
定
な
状
態
と
な
る
。
時
の
権
力
者
と
な
っ
て
い
た
平
家
に
対
し
て
不
満
を

募
ら
せ
た
人
々
に
よ
る
打
倒
計
画
が
露
見
し
て
、
彼
ら
が
一
斉
に
処
罰
さ
れ
る
。
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
の
鹿
ケ
谷
事
件
で
あ
る
。
清
盛

と
後
白
河
院
は
こ
の
一
件
で
対
立
を
深
め
る
な
ど
、
事
態
は
混
乱
を
極
め
て
い
く
。
当
時
の
貴
族
・
三
条
実
房
の
日
記
『
愚
昧
記
』
に
は
、

こ
の
年
の
五
月
の
記
事
に
「
讃
岐
院
幷
宇
治
左
府
事
、
可
有
沙
汰
云
々
、
是
近
日
天
下
悪
事
彼
人
□
所
為
之
由
、
有
疑
、
仍
為
被
鎮
彼
事
也
、

無
極
大
事
也
云
々

（
注
３
）」、「
讃
岐
院
幷
左
府
□
事
、
昨
日
以
光
能
被
仰
遣
也
、
頼
業
・
師
尚
勘
文
下
給
之
、
又
去
年
為
用
意
（
注
４
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
そ
の
頃
に
は
既
に
崇
徳
院
怨
霊
が
人
々
の
中
に
意
識
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
に
は
、

崇
徳
院
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
社
が
建
立
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
「
讃
岐
院
」
と
呼
ん
で
い
た
の
を
「
崇
徳
院
」
と
改
め
る
追
号
が
行
わ
れ
た

が
、
崇
徳
院
怨
霊
は
強
大
な
力
を
持
つ
特
別
な
存
在
と
し
て
後
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
、
近
世
の
『
雨
月
物
語
』
な
ど
で
も
語
ら
れ
る
よ
う

な
「
日
本
最
大
の
怨
霊
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
治
承
元
年
（
安
元
三
年
）
頃
か
ら
人
々
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
崇
徳
院
怨
霊
だ
が
、『
保
元
物
語
』

で
は
、
保
元
の
乱
か
ら
三
年
後
に
発
生
し
た
平
治
の
乱
も
崇
徳
院
怨
霊
の
仕
業
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

其
後
ハ
御
グ
シ
モ
剃
ズ
、
御
爪
モ
切
セ
給
ハ
デ
、
生
ナ
ガ
ラ
天
狗
ノ
御
姿
ニ
成
セ
給
テ
、
中
二
年
有
テ
、
平
治
元
年
十
二
月
九
日
夜
、

丑
剋
ニ
、
右
衛
門
督
信
頼
ガ
左
馬
守
義
朝
ヲ
嘩
テ
、
院
ノ
御
所
ニ
三
条
殿
ヘ
夜
討
ニ
入
テ
、
火
ヲ
懸
テ
、
少
納
言
入
道
信
西
ヲ
亡
シ
、

院
ヲ
モ
内
ヲ
モ
取
進
テ
、
大
内
ニ
立
テ
籠
テ
、
叙
位
徐
目
行
フ
。（
一
三
三
頁
）

こ
れ
を
見
る
と
、『
保
元
物
語
』
の
崇
徳
院
は
、
ま
ず
生
霊
と
し
て
、
都
に
災
い
を
も
た
ら
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
中

二
年
有
テ
」
と
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
日
付
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
治
の
乱
が
発
生
す
る
二
年
前
、
つ
ま
り
保
元
の
乱
か
ら
約
一
年

後
に
は
崇
徳
院
は
怨
霊
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
保
元
物
語
』
と
史
実
の
ど
ち
ら
も
、
崇
徳
院
は
保
元
元
年

七
月
二
十
三
日
に
讃
岐
に
配
流
さ
れ
て
い
る
の
で

（
注
５
）、
そ
の
時
点
か
ら
約
一
年
経
っ
た
頃
に
、『
保
元
物
語
』
の
崇
徳
院
は
生
霊
と
し
て
怨
霊

化
し
た
と
推
測
で
き
る
。

そ
の
後
、
崇
徳
院
は
讃
岐
の
地
で
崩
御
す
る
。『
保
元
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
崇
徳
院
の
怨
霊
は
恨
み
の
標
的
で
あ
る
後
白
河
院
に
対
し
て

災
い
を
起
こ
そ
う
と
す
る
が
、
後
白
河
院
の
い
る
御
所
に
は
不
動
明
王
な
ど
が
い
る
た
め
叶
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
代
わ
り
に
清
盛
に

目
的
を
移
す
。
そ
の
た
め
に
、
清
盛
は
平
家
滅
亡
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
に
な
る
、
と
い
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

其
後
、
清
盛
、
次
第
ニ
過
分
ニ
ナ
リ
、
太
政
大
臣
ニ
至
リ
、
子
息
所
従
ニ
至
マ
デ
、
朝
恩
肩
ヲ
幷
ル
人
ゾ
無
。
ヲ
ゴ
レ
ル
余
ニ
、
院
ノ

キ
リ
人
中
御
門
ノ
新
大
納
言
成
親
卿
父
子
ヲ
流
シ
失
ヒ
、
西
光
父
子
ガ
首
ヲ
切
リ
、
摂
録
臣
ヲ
備
前
国
ヘ
移
奉
リ
、
終
ハ
院
ヲ
鳥
羽
院

ヘ
押
籠
メ
進
ス
ル
モ
、
只
讃
岐
院
ノ
御
祟
ト
ゾ
申
ケ
ル
。（
一
三
五
頁
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
『
保
元
物
語
』
で
は
、
鹿
ケ
谷
事
件
や
治
承
三
年
の
政
変
が
、
崇
徳
院
怨
霊
の
祟
り
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
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て
い
る
。
そ
の
点
は
、
当
時
の
人
々
が
認
識
し
て
い
た
事
実
と
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
示
し
た
よ
う
に
『
保
元
物
語
』
の

崇
徳
院
怨
霊
は
、
生
霊
と
い
っ
た
形
で
平
治
の
乱
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
崇
徳
院
怨
霊
が
信
じ
ら
れ
は
じ

め
て
い
た
時
期
よ
り
も
、
ず
っ
と
前
に
怨
霊
化
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
代
人
の
我
々
に
は
、
崇
徳
院
が
本
当
に
怨
霊
に
な
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
平
安
時

代
末
期
の
混
乱
の
中
で
、
立
て
続
け
に
起
こ
っ
た
災
害
や
事
件
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
た
当
時
の
人
々
は
、
そ
れ
を
「
崇
徳
院
怨
霊
の
仕

業
」
と
信
じ
た
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
崇
徳
院
怨
霊
は
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。『
保
元
物
語
』
で
は
、
保
元
の
乱
が
終
結
し
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
の
経
っ

て
い
な
い
時
期
に
崇
徳
院
は
怨
霊
化
し
、
平
治
の
乱
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
こ
の
時
期
の
人
々

は
崇
徳
院
怨
霊
を
さ
ほ
ど
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
平
治
の
乱
を
崇
徳
院
怨
霊
が
起
こ
し
た
と
い
う
『
保
元
物
語
』

の
記
述
は
、
当
時
の
認
識
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
崇
徳
院
怨
霊
に
対
す
る
実
際
の
人
々
の
認
識
と
『
保
元

物
語
』
の
語
り
手
の
認
識
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
保
元
物
語
』
は
、
作
中
で
治
承
三
年
の
政
変
に
触
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
語
り
手
は
少
な
く
と
も
そ
れ
以
降
の
視
点
か
ら
物
語
を
語
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
現
実
に
崇
徳
院
怨
霊

の
噂
が
語
ら
れ
始
め
た
安
元
三
年
（
治
承
元
年
）
を
過
ぎ
た
位
置
に
語
り
手
は
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
語
り
手
は

「
あ
え
て
」
時
間
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
、
崇
徳
院
怨
霊
が
平
治
の
乱
の
時
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
語
り
手
の
明
確
な
意
図
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
三
、
崇
徳
院
怨
霊
に
対
す
る
「
語
り
手
」
の
畏
れ

こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
が
、
崇
徳
院
怨
霊
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
ま
ず
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
少
な
く
と
も
治
承
三
年
以
降
の
時
点
か
ら
『
保
元
物
語
』
を
語
っ
て
い
る
。
矢

代
和
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
治
承
か
ら
元
暦
に
か
け
て
は
、
崇
徳
院
怨
霊
が
特
に
畏
れ
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
ら
し
い

（
注
６
）。
ま
た
、
野
中
哲
照
氏
は
、
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治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
と
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
頃
の
社
会
的
情
勢
が
不
安
定
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
崇
徳
院
怨
霊
が
畏
れ

ら
れ
た
の
は
、
治
承
元
年
と
、
寿
永
二
～
三
年
の
二
度
で
あ
り
、
と
く
に
後
者
は
歴
史
上
、
崇
徳
院
怨
霊
の
も
っ
と
も
畏
れ
ら
れ
た

―
崇

徳
院
怨
霊
が
も
っ
と
も
猛
威
を
振
る
っ
た

―
時
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
７
）。」
と
述
べ
て
い
る
。『
保
元
物
語
』
の
具
体
的
な
成
立
年
代
は

不
明
な
が
ら
、『
保
元
物
語
』
の
諸
本
の
中
で
最
も
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
と
さ
れ
る
半
井
本
が
治
承
三
年
の
政
変
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
矢
代
・
野
中
両
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
崇
徳
院
怨
霊
が
も
っ
と
も
畏
れ
ら
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
時
点
か
ら
物
語
を
語
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
れ
で
は
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
崇
徳
院
怨
霊
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

野
中
氏
は
「『
保
元
』
に
は
、
平
治
の
乱
の
こ
と
や
治
承
三
年
の
ク
ー
デ
タ
ま
で
も
が
視
野
に
収
め
ら
れ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
保
元
の
乱

に
端
を
発
す
る
、
院
政
末
期
の
動
乱
を
見
据
え
て
語
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
」
と
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る

（
注
８
）。
先
述
し
た
よ
う
に
、
崇
徳
院

怨
霊
が
平
治
の
乱
を
引
き
起
こ
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、『
保
元
物
語
』
は
保
元
の
乱
後
の
出
来
事
も
、
乱
に
到
る
顛
末

や
合
戦
中
の
描
写
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の
重
要
性
を
も
っ
て
語
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
崇
徳
院
怨
霊
が
治
承
三
年
の
後
白
河
院
の
院
政
停
止
を
引
き
起
こ
し
た
と
物
語
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
野
中

氏
は
「
崇
徳
院
怨
霊
が
乱
世
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
認
識
ま
で
踏
み
込
ん
で
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
注
９
）。
こ
の
点

は
、
崇
徳
院
が
怨
霊
化
を
宣
言
し
た
後
の
記
述
で
あ
る
「
平
治
元
年
十
二
月
九
日
夜
」（
一
三
三
頁
）
以
降
の
平
治
の
乱
に
関
す
る
部
分
に

も
よ
く
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
保
元
物
語
』
に
は
、
保
元
の
乱
後
の
歴
史
の
転
換
期
と
も
い
え
る
大
き
な
動
乱
は
崇
徳
院

怨
霊
が
原
因
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
語
る
意
思
が
あ
る
。
同
じ
章
段
の
中
で
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
た
め
、
崇
徳
院
怨
霊
が
治
承
三
年
の

政
変
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
も
、
語
り
手
の
明
確
な
意
志
に
よ
る
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
的
な
事
実
と
し
て
は
、
平
治
の
乱
が
発
生
し
た
の
は
崇
徳
院
が
ま
だ
存
命
し
て
い
た
頃
だ
が
、
治
承
三
年
の
政
変
が
起
き
た
の
は
崇

徳
院
が
崩
御
し
て
十
数
年
経
過
し
た
後
で
あ
る
。『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
、
崇
徳
院
は
怨
霊
化
を
宣
言
し
た
後
に
生
霊

と
な
っ
て
平
治
の
乱
を
引
き
起
こ
す
。
そ
し
て
「
八
年
ト
申
シ
長
寛
元
年
八
月
廿
六
日
、
御
歳
四
十
五
ト
申
シ
ニ
、
讃
岐
国
府
ニ
テ
御
隠
レ

ア
リ
ヌ
。」（
一
三
四
頁
）
と
、
崇
徳
院
が
崩
御
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
崇
徳
院
怨
霊
は
鎮
ま
る
こ
と
は
な
く
、
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鹿
ケ
谷
事
件
や
治
承
三
年
の
政
変
な
ど
が
崇
徳
院
怨
霊
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
く
。

野
中
氏
は
以
上
を
踏
ま
え
て
「
基
本
的
に
崇
徳
院
は
鎮
魂
さ
れ
な
い
状
態
で
怨
霊
と
し
て
威
勢
を
ふ
る
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
（注

（
注

。
つ

ま
り
、『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
は
、
崇
徳
院
怨
霊
が
西
行
に
よ
っ
て
鎮
魂
さ
れ
る
、
と
い
う
明
確
な
記
述
が
あ
る
ま
で
、
崇
徳
院
は
怨
霊

と
し
て
畏
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
作
中
に
は
西
行
に
よ
る
鎮
魂
が
具
体
的
に
い
つ
の
こ
と
な
の
か
と
い
う
記
述
は
無
い
が
、
本
文
の

記
述
か
ら
み
て
治
承
三
年
の
政
変
の
後
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
の
で
、
先
程
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
語
り
手
の
物
語
の
中
で
の
視
点
は
こ

の
時
点
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

野
中
氏
が
、「
崇
徳
院
自
筆
五
部
大
乗
経
供
養
問
題
を
採
り
込
む
な
ど
、『
保
元
』
は
寿
永
二
～
三
年
（
一
一
八
三
～
四
）
の
、
崇
徳
院
怨

霊
が
も
っ
と
も
畏
れ
ら
れ
た
時
代
の
社
会
状
況
を
映
し
出
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

（
（注

（
注

、
語
り
手
の
物
語
の
中
で
の
視
点
と
、
語
り

手
が
作
品
に
取
り
上
げ
た
時
代
に
は
数
年
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
場
合
は
、
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、

崇
徳
院
怨
霊
に
対
す
る
畏
れ
を
治
承
三
年
の
直
後
に
設
定
し
て
語
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
崇
徳
院
怨
霊
が
最
も
畏
れ
ら
れ
て
い
た
時
に
、
西
行
に
よ
っ
て
そ
れ
が
鎮
魂
さ
れ
た
と
物
語
る
と
こ
ろ
に
は
、
語
り
手
の
崇
徳
院

怨
霊
に
対
す
る
畏
怖
が
強
く
表
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
西
行
に
よ
る
一
連
の
鎮
魂
譚
は
、
崇
徳
院
怨
霊
を
考
え
る
際
に

は
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
保
元
物
語
』
の
本
文
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
歴
史
的
な
出
来
事
は
、
下
巻
「
新
院
血
ヲ
以
テ
御
経
ノ
奥
ニ
御
誓
状
ノ
事
付
崩
御
ノ

事
」
に
お
け
る
鹿
ケ
谷
事
件
と
治
承
三
年
の
政
変
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
件
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
は
あ
る
が
、
現
実
的
に
考
え
れ
ば
こ

れ
ら
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
生
し
て
い
る
出
来
事
は
多
々
あ
っ
た
は
ず
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
野
中
氏
は
、「
例
の
文
脈
が
、
崇
徳
院
怨
霊
に

よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た
社
会
を
強
調
し
て
語
る
た
め
に
、
負
の
要
素
ば
か
り
を
語
っ
て
、
正
の
要
素
を
捨
象
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
い
る

（
（注

（
注

。「
例
の
文
脈
」
と
は
、「
通
時
的
最
終
記
事
と
し
て
確
認
し
た
の
は
、
鹿
の
谷
事
件
（
一
一
七
七
）
と
治
承
三
年
の
ク
ー
デ
タ

（
一
一
七
九
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
周
辺
で
語
り
手
の
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
は
し
ま
い
か

（
（注

（
注

。」
と
い
う
野
中
氏
の
問
題

提
起
に
よ
る
も
の
を
指
す
。
つ
ま
り
、『
保
元
物
語
』
の
語
り
手
は
、
自
ら
が
抱
い
て
い
る
崇
徳
院
怨
霊
に
対
し
て
の
畏
怖
（
当
時
の
人
々

が
抱
い
て
い
た
畏
怖
）
を
表
現
す
る
た
め
に
、
必
要
な
出
来
事
の
み
を
記
述
し
、
他
は
語
ら
な
い
選
択
を
と
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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野
中
氏
は
こ
れ
を
語
り
手
の
視
点
（
野
中
氏
は
こ
れ
を
〈
現
在
〉
と
す
る
）
と
絡
め
て
、「
語
り
手
の
〈
現
在
〉
と
は
、
物
語
と
い
う
表
現

世
界
に
お
け
る
、
怨
霊
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
世
相
の
表
現
と
し
て
の
〈
現
在
〉、
語
り
手
が
畏
怖
を
装
う
た
め
の
〈
現
在
〉
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
論
じ
て
い
る

（
（注

（
注

。

野
中
氏
が
述
べ
た
「
例
の
文
脈
」
の
よ
う
に
『
保
元
物
語
』
が
事
実
を
知
っ
て
い
な
が
ら
そ
れ
を
無
視
す
る
、
つ
ま
り
、
語
ろ
う
と
思
え

ば
語
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
を
あ
え
て
「
語
ら
な
い
」
と
い
う
選
択
を
し
た
背
景
に
は
、
語
り
手
の
作
品
に
対
す
る
意
図
と
も
い
う
べ
き
も

の
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
崇
徳
院
怨
霊
に
対
す
る
畏
怖
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
作
品
に
反
映
し
よ
う
と
す
る
た
め
、

そ
れ
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
語
り
、
不
必
要
な
、
あ
る
い
は
不
都
合
の
あ
る
こ
と
を
語
ら
な
い
、
と
い
う
選
択
を
し
て
い
る
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
四
、
崇
徳
院
怨
霊
化
の
場
面

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
崇
徳
院
が
怨
霊
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
崇
徳
院
が
保
元
の
乱
に
敗
れ

て
流
罪
と
な
っ
た
約
一
年
後
で
あ
る
。「
敗
戦
」
や
「
流
罪
」
か
ら
は
そ
れ
な
り
に
時
間
が
経
過
し
て
お
り
、
も
し
崇
徳
院
が
こ
れ
ら
の
事

実
に
対
し
て
怨
霊
化
す
る
ほ
ど
の
怨
み
を
抱
い
て
い
た
の
な
ら
、
一
年
待
た
ず
と
も
、
そ
れ
ら
が
起
こ
っ
た
時
点
で
怨
霊
化
し
て
い
て
も
よ

い
は
ず
で
あ
る
。

『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
崇
徳
院
が
怨
霊
化
を
宣
言
す
る
の
は
、
下
巻
「
新
院
血
ヲ
以
テ
御
経
ノ
奥
ニ
御
誓
状
ノ
事
付
崩
御
ノ
事
」
で
あ
る
。

そ
の
は
じ
め
の
部
分
に
お
い
て
、
崇
徳
院
の
流
罪
先
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

院
ハ
讃
岐
ニ
付
セ
給
テ
、
習
ヌ
鄙
ノ
御
住
、
只
推
量
リ
奉
ル
ベ
シ
。
公
家
、
私
、
事
問
人
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
僅
ニ
候
祇
候
ノ
女
房
共
モ
、

臥
沈
泣
ヨ
リ
外
ノ
事
ゾ
ナ
キ
。
秋
モ
深
ク
成
行
バ
、
イ
ト
ヾ
物
ゾ
悲
キ
。
松
ヲ
払
風
ノ
音
モ
ハ
ゲ
敷
テ
、
叢
毎
ニ
鳴
虫
ノ
音
モ
弱
リ
、

折
ニ
触
レ
、
時
ニ
随
テ
ハ
、
只
ウ
カ
リ
シ
都
ノ
ミ
忍
ル
ヽ
涙
ニ
、
ヲ
サ
ウ
ル
袖
ハ
朽
チ
ヌ
ベ
シ
。

（
一
三
一
頁
）
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こ
の
場
面
は
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
讃
岐
と
い
う
場
所
で
、
罪
人
と
し
て
余
生
を
過
ご
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
崇
徳
院
の
哀
れ
さ
、

み
じ
め
さ
、
悲
し
さ
を
、
情
景
描
写
か
ら
如
実
に
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
崇
徳
院
は
怨
霊
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
て
は
い
な
い
。
先
ほ
ど
の
引
用
部
分
の
後
に
、
崇
徳
院
の
独
白
が
置
か
れ

て
い
る
が
、「
何
ナ
ル
罪
ノ
報
ニ
テ
、
遠
キ
島
ニ
被
レ
放
テ
、
カ
ヽ
ル
住
ヲ
ス
ラ
ム
。
馬
ニ
角
生
、
烏
ノ
頭
ノ
白
ク
ナ
ラ
ム
事
モ
難
ケ
レ
バ
、

帰
ル
ベ
キ
其
年
月
ヲ
不
レ
知
。
外
土
ノ
悲
ニ
堪
ズ
、
望
郷
ノ
鬼
ト
コ
ソ
成
ン
ズ
ラ
ム
メ
。」（
一
三
一
頁
）
と
、
都
に
帰
り
た
い
と
い
う
強
い

心
を
覗
か
せ
て
い
る
の
み
で
、
後
白
河
院
等
に
対
す
る
強
い
怨
み
を
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、「
後
生
菩
提
ノ
為
ニ
、
五
部
大

乗
経
ヲ
墨
ニ
テ
如
レ
形
書
集
テ
候
ガ
、
貝
鐘
ノ
音
モ
セ
ヌ
遠
国
ニ
捨
置
カ
ン
事
ノ
不
便
ニ
候
。」（
一
三
二
頁
）
と
、
五
部
大
乗
経
を
写
し
た

こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
、
崇
徳
院
は
そ
れ
を
都
に
届
け
て
欲
し
い
と
願
う
。

し
か
し
、
そ
の
願
い
が
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
崇
徳
院
は
そ
れ
を
知
る
と
、
遂
に
思
い
を
爆
発
さ
せ
て
、
怨
霊
化
を
宣
言
す
る
。

此
由
ヲ
新
院
被
二
聞
食
一
テ
、「
口
惜
事
ゴ
サ
ン
ナ
レ
。
我
朝
ニ
モ
不
レ
限
、
天
竺
震
旦
ニ
モ
、
新
羅
百
済
ニ
モ
、
位
ヲ
争
ヒ
、
国
ヲ
論

ジ
テ
、
伯
父
甥
合
戦
ヲ
成
シ
、
兄
弟
軍
ヲ
ス
。
果
報
ノ
勝
劣
ニ
随
テ
、
伯
父
モ
負
ケ
、
兄
モ
負
。
其
事
悔
還
テ
、
手
ヲ
合
セ
、
膝
ヲ

カ
ヾ
メ
テ
嘆
時
ハ
、
免
ス
事
ゾ
カ
シ
。
今
者
後
生
菩
提
ノ
為
ニ
書
タ
ル
御
経
ノ
置
所
ヲ
ダ
ニ
モ
免
サ
レ
ザ
ラ
ン
ニ
ハ
、
後
生
迄
ノ
敵
ゴ

サ
ン
ナ
レ
。
我
願
ハ
五
部
大
乗
経
ノ
大
善
根
ヲ
三
悪
道
ニ
抛
テ
、
日
本
国
ノ
大
悪
魔
ト
成
ラ
ム
」
ト
誓
ハ
セ
給
テ
、
御
舌
ノ
崎（

先
）ヲ
食
切

セ
座
テ
、
其
血
ヲ
以
テ
、
御
経
ノ
奥
ニ
此
御
誓
状
ヲ
ゾ
ア
ソ
バ
シ
タ
ル
。（
一
三
二
頁
）。

こ
の
場
面
は
、「
後
生
菩
提
の
為
に
」
書
い
た
五
部
大
乗
経
の
善
根
を
悪
道
に
投
げ
捨
て
て
で
も
怨
霊
と
な
っ
て
、
こ
の
怨
み
、
怒
り
を

晴
ら
す
と
い
う
よ
う
な
、
崇
徳
院
の
強
い
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
段
の
冒
頭
部
分
の
悲
し
み
が
強
調
さ
れ
た
箇
所

と
は
、
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
「
悲
し
み
」
の
表
現
が
前
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
怨
霊
化
の
場
面
が
際
立
つ

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
崇
徳
院
が
感
じ
た
「
悲
し
み
」、「
怒
り
」、「
怨
み
」
が
全
て
集
約
さ
れ
て
、
こ
の
怨
霊
化
に
至
っ
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た
と
解
釈
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
、『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
、
崇
徳
院
が
怨
霊
化
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
は
、
五
部
大
乗
経
で
あ
る
。
五
部
大
乗
経
と

は
、「
天
台
四
教
儀
に
い
う
究
竟
の
大
乗
仏
教
の
教
え
を
説
い
た
五
部
の
経
典
。
華
厳
経
、
大
集
経
、
大
品
般
若
経
、
法
華
経
、
涅
槃
経

（
（注

（
注

」

を
指
す
。
こ
の
よ
う
に
五
部
に
わ
た
る
経
典
を
、
崇
徳
院
は
写
経
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
崇
徳
院
の
並
々
な
ら
ぬ
執
念
が
伺
え
る
が
、
諸
本

に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
異
同
が
み
ら
れ
る
。

金
刀
比
羅
本
で
は
、「
後
生
菩
提
の
為
に
と
て
、
御
指
の
さ
き
よ
り
血
を
あ
や
し
、
三
年
が
間
に
五
部
大
乗
経
を
御
自
筆
に
あ
そ
ば
さ
れ

た
り
け
る
を

（
（注

（
注

」
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
五
部
大
乗
経
は
、
崇
徳
院
が
自
ら
の
血
を
以
て
写
経
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
半
井
本
と
古
活
字
本
に
そ
う
い
っ
た
記
述
は
無
い

（
（注

（
注

。

血
で
書
か
れ
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
で
は
、
読
み
手
の
印
象
も
随
分
と
変
わ
っ
て
く
る
。
血
で
書
い
た
記
述
が
あ
る
金
刀
比
羅
本

で
は
、
怨
霊
化
す
る
以
前
か
ら
崇
徳
院
に
そ
う
い
っ
た
片
鱗
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
墨
で
書
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
半
井
本
と
古
活
字
本
は
、
五
部
大
乗
経
を
写
経
し
て
い
た
時
点
で
は
怨
霊
に
な
る
ほ
ど
の
怨
み
は
抱
い
て
い
な
い
（
自
覚
し
て
い

な
い
）
よ
う
に
感
じ
る
。

実
際
に
、
崇
徳
院
が
五
部
大
乗
経
を
血
で
書
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
安
時
代
末
期
の
貴
族
、
吉
田
経
房
の
日
記
『
吉

記
』
寿
永
二
年
七
月
十
六
日
条
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

（
（注

（
注

。

　
　〈

崇
徳
院
自
筆
五
部
大
乗
経
可
レ
有
二
供
養
一
之
由
沙
汰
事
〉
崇
徳
院
於
二
讃
岐
一
、
御
自
筆
以
レ
血
令
レ
書
二
五
部
大
乗
経
一
給
、〈
件
経
奥
令

レ
書
、
可
レ
被
レ
滅
二
亡
天
下
一
之
由
令
レ
書
給
事
〉
件
経
奥
、
非
理
世
後
世
料
、
可
レ
滅
二
亡
天
下
一
之
趣
、
被
二
注
置
一
、
件
経
伝
在
二
元
性

法
印
許
一
、
依
レ
被
レ
申
二
此
旨
一
、
於
二
成
勝
寺
一
可
レ
被
二
供
養
一
之
由
、
以
二
右
大
弁
一
被
レ
仰
二
左
小
弁
光
長
一
、
為
レ
令
得
二
道
彼
怨
霊
一

歟
、
但
尤
可
レ
被
二
予
議
一
歟
、
未
レ
供
二
養
之
一
以
前
猶
果
二
其
願
一
、
況
於
二
開
題
之
後
一
哉
、
能
々
可
レ
有
二
沙
汰
一
事
也
、
可
レ
恐
々
々
、

右
の
引
用
部
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
崇
徳
院
が
血
で
五
部
大
乗
経
を
写
経
し
た
と
い
う
認
識
は
当
時
の
人
々
に
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
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こ
れ
が
寿
永
二
年
七
月
の
記
述
だ
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
は
崇
徳
院
怨
霊
が
最
も
畏
れ
ら
れ
て

い
た
時
期
で
あ
る
。「
崇
徳
院
が
五
部
大
乗
経
を
写
経
し
た
」
と
い
う
事
実
に
、
様
々
な
脚
色
が
加
え
ら
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
伝
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
吉
記
』
の
著
者
・
吉
田
経
房
は
、
血
で
書
か
れ
た
五
部
大
乗
経
が
成

勝
寺
で
供
養
さ
れ
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
だ
け
で
、
そ
の
実
物
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
当
に
血
で
書
か
れ
た
経

文
が
存
在
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
田
雄
司
氏
も
、「
崇
徳
院
が
亡
く
な
っ
た
長
寛
二
年
か
ら

十
九
年
た
っ
て
か
ら
は
じ
め
て
経
の
存
在
が
語
ら
れ
る
の
に
も
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。」
と
い
う
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

（
（注

（
注

。

し
か
し
、
大
事
な
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
が
崇
徳
院
怨
霊
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
ら
の
血

で
、
三
年
も
の
間
た
だ
ひ
た
す
ら
に
写
経
を
し
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
ほ
ど
、
当
時
の
人
々
は
崇
徳
院
怨
霊
を
畏
れ
て
い
た
。
五
部
大
乗

経
を
血
で
書
い
た
記
述
が
無
い
半
井
本
と
古
活
字
本
も
、
崇
徳
院
が
怨
霊
と
な
る
時
に
書
い
た
誓
状
が
、
舌
を
噛
み
切
っ
た
際
に
流
れ
た
血

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
（
金
刀
比
羅
本
も
同
様
）。
事
実
か
そ
う
で
な
い
か
に
は
関
わ
ら
ず
、
崇
徳
院
に
は
「
怨
霊
」

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
五
、
西
行
に
よ
る
鎮
魂

様
々
な
災
害
や
政
変
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
人
々
に
持
た
れ
る
怨
霊
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
崇
徳
院
だ
が
、

『
保
元
物
語
』
で
は
彼
に
対
し
て
最
終
的
に
「
鎮
魂
」
と
い
う
救
済
が
与
え
ら
れ
る
。
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
西
行
に
よ
る
鎮
魂

譚
で
あ
る
。

『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
、
そ
の
鎮
魂
の
場
面
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

西
行
法
師
、
讃
岐
ヘ
渡
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
国
府
ノ
御
前
ニ
参
テ
、
カ
ク
ゾ
読
タ
リ
ケ
ル
、

松
山
ノ
浪
ニ
ユ
ラ
レ
テ
コ
シ
船
ノ
ヤ
ガ
テ
空
ク
成
ニ
ケ
ル
哉

白
峰
ノ
御
墓
ニ
参
テ
、
ツ
ク
〴
〵
ト
候
、
泣
〃
カ
ウ
ゾ
仕
リ
ケ
ル
。
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ヨ
シ
ヤ
君
昔
ノ
玉
ノ
ユ
カ
ト
テ
モ
カ
ヽ
ラ
ン
後
ハ
何
ニ
カ
ハ
セ
ン

怨
霊
モ
静
リ
給
フ
ラ
ム
ト
ゾ
聞
シ
。（
一
三
五
頁
）

『
保
元
物
語
』
で
は
、
西
行
が
讃
岐
を
訪
れ
て
歌
を
詠
み
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
崇
徳
院
怨
霊
は
鎮
め
ら
れ
、
崇
徳
院
関
連
章
段
も

終
息
す
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、『
保
元
物
語
』
の
西
行
は
、
崇
徳
院
怨
霊
鎮
魂
の
目
的
で
讃
岐
を
訪
れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
。
西
行
に
よ
る

鎮
魂
の
前
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
崇
徳
院
が
清
盛
を
祟
り
の
対
象
に
し
た
結
果
、
治
承
三
年
の
政
変
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
時
系
列
に
沿
っ
て
物
語
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
政
変
が
発
生
し
た
以
後
に
、
西
行
は
崇
徳
院
怨
霊
を
鎮
魂
す
る
た
め
に
讃
岐
へ
渡
っ

た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
原
水
民
樹
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
（注

（
注

。

こ
の
見
方
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
解
釈
が
作
者
の
意
図
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
半
井
本
の
記
述
に
は
明
ら

か
に
一
つ
の
虚
構
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
は
、
半
井
本
は
、
清
盛
を
し
て
後
白
河
院
政
を
窮
地
に
追
い
こ
ま
せ
た
崇
徳
院
の
荒
れ
狂
う
怨
霊
を
鎮
め
る
目
的
を
も
っ

て
西
行
が
讃
岐
へ
下
向
し
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
西
行
が
讃
岐
に
赴
い
た
の
は
、
清
盛
の
悪
行
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
鹿
谷
事
件
（
成
親
殺
害
、
成
経
遠
流
、
西
光
斬
首
）
や
、
関
白
基
房
の
備
前
国
配
流
を
始
め
、
太
政
大
臣
師
長
以
下
四
十
三
人

の
解
官
、
並
び
に
後
白
河
院
幽
閉
事
件
が
起
こ
る
以
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
半
井
本
は
、
世
情
の
混
乱
を
記
し
た
後
、
実

際
に
は
、
こ
れ
ら
諸
事
件
よ
り
以
前
の
出
来
事
で
あ
る
西
行
の
崇
徳
院
陵
参
詣
に
よ
っ
て
、
そ
の
混
乱
を
惹
起
し
た
崇
徳
院
怨
霊
の
鎮

魂
を
期
す
る
と
い
う
構
想
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
原
水
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
西
行
が
讃
岐
を
訪
れ
た
の
は
、
崇
徳
院
怨
霊
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
事
件
等
よ

り
前
の
こ
と
で
あ
り
、『
保
元
物
語
』（
半
井
本
）
と
は
順
序
が
逆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
西
行
が
讃
岐
へ
渡
っ
た
理
由
は
崇
徳
院
怨
霊
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の
鎮
魂
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、『
保
元
物
語
』
に
お
け
る
西
行
は
崇
徳
院
怨
霊
を
鎮
魂
す
る
目
的
で
讃
岐
に
向
か
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
西
行
に
関
す
る
一
連
の
説
話
を
語
る
た
め
に
物
語
中
で
語
る
内
容
も
前
後
さ
せ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、『
保
元
物
語
』
の
こ
の
部
分
は
具
体
的
な
日
付
が
一
切
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
鹿
ケ
谷
事
件
や
治
承
三
年
の
政
変
な

ど
が
起
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
西
行
が
讃
岐
へ
渡
っ
た
と
い
う
よ
う
な
記
述
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
其
後
、
讃
岐
院
、
方
々
ヘ
ゾ
御
幸
成

ヌ
ト
見
進
セ
テ
ハ
、
絶
入
シ
、
爰
ニ
御
幸
成
ヌ
ト
見
進
テ
ハ
、
ケ
殺
セ
進
ケ
リ
。」（
一
三
五
頁
）
と
い
う
結
び
の
言
葉
の
後
に
「
西
行
法
師
、

讃
岐
ヘ
渡
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
」（
同
）
と
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
か
唐
突
な
印
象
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
崇
徳
院
が
配
流
さ
れ

た
際
の
日
時
な
ど
、
歴
史
的
事
項
や
物
語
に
関
係
す
る
部
分
は
、
そ
れ
が
い
つ
起
こ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
記
述
す
る
傾
向
が
あ
る
『
保
元

物
語
』
に
し
て
は
、
こ
の
点
は
か
な
り
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
原
水
氏
は
「
全
般
的
に
み
て
、
史
実
に
忠
実
で
編
年
体
的

性
格
が
濃
い
と
い
わ
れ
る
半
井
本
が
、
こ
の
あ
た
り
に
限
っ
て
年
次
を
明
記
し
て
い
な
い
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。」
と
述
べ
て
い
る

（
（注

（
注

。
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
貫
い
て
き
た
記
述
の
方
針
・
ス
タ
イ
ル
・
性
格
を
曲
げ
て
ま
で
、
西
行
に
よ
る
鎮
魂
譚
を
そ

の
箇
所
に
置
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
語
り
の
明
確
な
意
図
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、『
保
元
物
語
』
に
と
っ
て
、
西
行
に
よ
る
崇
徳
院
の
鎮
魂
譚
は
必
ず
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
西
行
に
よ
る
鎮
魂
を
描
く
こ
と
」
が
『
保
元
物
語
』
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
そ
し
て
、
そ
の
鎮
魂
は
物
語
の
世
界
の
み
で
果
た
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
崇
徳
院
怨
霊
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
当
時
の
社
会
に
お

い
て
も
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

『
保
元
物
語
』
で
崇
徳
院
怨
霊
を
鎮
魂
す
る
た
め
に
は
、
崇
徳
院
が
怨
霊
と
な
る
こ
と
へ
の
布
石
を
物
語
の
中
で
語
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
怨
霊
を
鎮
め
る
目
的
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
対
象
の
崇
徳
院
（
怨
霊
）
に
対
し
て
、
怨
霊
化
の
理
由
の
正
当
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
事
実
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
保
元
物
語
』
は
随
所
に
崇
徳
院
に
対
し
て
同
情
的
な
面
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、『
保
元

物
語
』
の
崇
徳
院
は
、
怨
霊
化
し
て
然
る
べ
き
人
物
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
読
者
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
崇
徳
院
怨
霊
を
鎮
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魂
す
る
に
は
、
怨
霊
化
に
至
る
過
程
や
そ
の
顛
末
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
社
会
に
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
描
き
、
こ
の
こ
と
が
物
語
の
語
り
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、「
崇
徳
院
怨
霊
の
鎮
魂
」
と
い
う
語
り
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
、
本
来
行
わ
れ
て
い
な
い
は
ず
の
崇
徳
院
怨
霊
の
鎮
魂
を
理
由
に
西
行
が
讃
岐
を
訪
れ
る
話
が
、
一
連
の
結
び
の
部
分
に
置

か
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
保
元
物
語
』
に
と
っ
て
、
崇
徳
院
の
怨
霊
化
に
至
る
ま
で
の
描
き
方
は
、「
鎮
魂
」
と
い
う

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
「
過
程
」
の
一
つ
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
〈
敗
者
〉
が
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
は
、
崇
徳
院
に
関
す
る
記
述
の
み
で
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
崇
徳
院
と
同
じ
よ
う
に

乱
の
首
謀
者
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
藤
原
頼
長
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
軍
事
行
動
を
行
っ
た
武
士
の
〈
敗
者
〉
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

本
稿
の
冒
頭
で
引
用
し
た
よ
う
に
、『
愚
管
抄
』
に
は
「
日
本
国
ノ
乱
逆
ト
云
コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ
リ
。」
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
保
元
の
乱
は
当
時
の
日
本
が
「
武
者
の
世
」
と
な
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
重
要
な
戦
乱
だ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、『
保
元
物
語
』
は
そ
の
戦
自
体
を
大
き
く
扱
う
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
戦
を
構
成
す
る
「
個
人
」
に
目
を
向
け
、
物
語
全
体
を

通
し
て
そ
の
注
目
し
た
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
今
回
の
崇
徳
院
の
例
で
い
え
ば
、『
保
元
物
語
』
は
保
元
の

乱
の
顛
末
の
中
で
起
こ
っ
た
様
々
な
出
来
事
の
一
つ
と
し
て
「
崇
徳
院
怨
霊
の
鎮
魂
」
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
崇
徳
院

怨
霊
の
鎮
魂
」
を
語
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
保
元
の
乱
を
扱
い
、
時
に
虚
構
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
物
語
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。『
保
元
物
語
』
が
そ
の
よ
う
な
作
品
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
物
語
は
崇
徳
院
に
代
表
さ
れ
る
〈
敗
者
〉
に
対
し
て
と
り
わ
け
強
い
関

心
を
抱
い
て
い
る
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

軍
記
物
語
に
お
け
る
〈
敗
者
〉
と
は
、
単
純
に
い
え
ば
「
戦
に
負
け
た
人
物
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
軍
記
物
語
は
彼
ら
を
た
だ
単
に
戦
に

負
け
た
だ
け
の
人
物
と
し
て
は
捉
え
て
い
な
い
。『
保
元
物
語
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、〈
敗
者
〉
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
自
体
の

意
思
や
目
的
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
軍
記
物
語
が
〈
敗
者
〉
の
た
め
の
物
語
と
い
う
こ
と
を
示
す
根
拠
で
あ
り
、
軍

記
物
語
が
持
つ
〈
敗
者
〉
へ
の
ま
な
ざ
し
と
い
え
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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注１　
『
愚
管
抄
』
巻
第
四
。
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀 

校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
86　

愚
管
抄
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
一
月
）
よ
り
引
用
（
二
〇
六
頁
）。

以
後
の
『
愚
管
抄
』
本
文
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。
引
用
の
際
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

２　
『
愚
管
抄
』
巻
第
五
（
二
四
六
頁
）。

３　
『
愚
昧
記
』
治
承
元
年
（
安
元
三
年
）
五
月
九
日
条
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録　

愚
昧
記　

中
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

以
下
、『
愚
昧
記
』
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。

４　
『
愚
昧
記
』
治
承
元
年
（
安
元
三
年
）
五
月
十
三
日
条
。

５　

下
巻
「
新
院
讃
州
ニ
御
遷
幸
ノ
事
」
の
記
述
に
よ
る
。

６　

矢
代
和
夫
「
崇
徳
院
・
悪
左
府
の
怨
霊
―
記
録
か
ら
み
た
復
讐
者
の
時
代
―
」（『
都
大
論
究
』
五
号
、
東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
六
一
年

十
二
月
）。

７　

野
中
哲
照
「『
保
元
物
語
』
に
お
け
る
語
り
手
の
〈
現
在
〉
と
崇
徳
院
怨
霊
」（『
国
文
学
研
究
』
一
〇
一
号
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
一
九
九
〇
年
六

月
）
の
注
12
。

８　

注
７
論
文
に
同
じ
（
二
六
頁
）。

９　

注
７
論
文
に
同
じ
（
二
七
頁
）。

10　

注
７
論
文
に
同
じ
（
二
七
頁
）。

11　

注
７
論
文
に
同
じ
（
二
七
頁
）。

12　

注
７
論
文
に
同
じ
（
三
一
頁
）。

13　

注
７
論
文
に
同
じ
（
三
一
頁
）。

14　

注
７
論
文
に
同
じ
（
三
一
頁
）。

15　

本
文
脚
注
五
・
解
説
（
一
三
二
頁
）。

16　

永
積
安
明
・
島
田
勇
夫 

校
註
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

保
元
物
語
・
平
治
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
七
月
）（
一
七
九
頁
）。

日
本
文
学
ノ
ー
ト
　
第
五
十
三
号
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17　

半
井
本
で
は
、「
御
自
筆
ニ
五
部
大
乗
経
ヲ
三
年
ニ
ア
ソ
バ
シ
テ
」
と
あ
る
の
み
で
、
五
部
大
乗
経
の
文
字
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
と
い

う
記
述
が
無
い
。
古
活
字
本
も
同
様
で
、「
五
部
の
大
乗
経
を
三
年
が
ほ
ど
に
御
自
筆
に
あ
そ
ば
し
て
」
と
い
う
記
述
に
留
ま
っ
て
い
る
（
古
活
字
本
の

引
用
は
注
16
に
同
じ
）。

18　
『
吉
記
』
寿
永
二
年
七
月
十
六
日
条
。
引
用
は
、
栃
木
孝
惟
・
日
下
力 

他 

校
註
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
承
久
記
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
二
年
七
月
）
所
収
参
考
資
料
に
よ
る
。

19　

山
田
雄
司
『
崇
徳
院
怨
霊
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）、「
第
二
章
『
保
元
物
語
』
の
虚
構
―
崇
徳
院
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」
よ
り

引
用
（
九
〇
頁
）。

20　

原
水
民
樹
「
崇
徳
院
の
怨
霊
と
西
行
―
保
元
物
語
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
問
題
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
二
巻
二
号
、
至
文
堂
、
一
九
七
五
年
二
月
）

（
三
〇
頁
・
上
段
）。

21　

注
20
に
同
じ
（
三
〇
頁
・
上
段
）。

（
付
記
）

な
お
、
下
巻
「
新
院
血
ヲ
以
テ
御
経
ノ
奥
ニ
御
誓
状
ノ
事
付
崩
御
ノ
事
」
の
「
生
ナ
ガ
ラ
天
狗
ノ
御
姿
ニ
成
セ
給
テ
、
中
二
年
有
テ
」（
テ
キ
ス
ト
一
三
三

頁
）
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
白
崎
氏
に
よ
っ
て
続
き
具
合
の
不
自
然
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
白
崎
祥
一
「『
保
元
物
語
』
の
一
考
察
―
讃
岐
院
記
事
を
め

ぐ
っ
て
―
」『
古
典
遺
産
』
二
七
巻
、
一
九
七
七
年
七
月
）。
そ
の
た
め
、
崇
徳
院
が
怨
霊
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
た
の
が
い
つ
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
保
元
物
語
』
と
し
て
は
、「
平
治
の
乱
は
崇
徳
院
の
仕
業
で
あ
る
」
と
い
う

立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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